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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  中濃特別支援学校 学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和５年２月２４日（金） ９：３０～１２：３０ 

 

３ 開催場所  中濃特別支援学校 特別棟２階会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  沼田  明仁  くらちふれあいまちづくり協議会長（欠席） 

                副 会 長    伊藤  園美  岐阜県立ひまわりの丘第一学園長 

                委  員    朝倉  勝美  せき防災の会代表 

梅田  美保  美濃市ひばり園サービス管理責任者  

大谷   弘  各務原市手をつなぐ育成会理事長 

春見   隆  向山町自治会長 

佐藤 由紀子  株式会社℮ －パックサービス管理責任者 

西田  尚子  本校同窓会後援会長 

村田  泰弘  中部学院大学短期大学部幼児教育学科准教授 

森   真悟  本校ＰＴＡ会長 

 

              学 校 側    澤田   秀俊   校長 

                         村山   朋子   事務部長 

                            杉本   雅晴   教頭 

平野   直子   教頭 

三尾    葉子  小学部主事 

古田   洋子  中学部主事 

三宅   千絵  高等部主事 

浅野     泉  教務主任 

                                                   

５ 会議の概要（協議事項） 

 第２回学校運営協議会における指摘事項を踏まえつつ、各部・各分掌部における本年度の反省及

びこれらをまとめた学校評価、並びに、学校評価に基づく来年度の教育目標等の説明を行い、その

観点を念頭におきつつ授業参観を行った。そのうえで、来年度の学校運営に関する以下の３点を中

心に協議を行った。また、高等部再追加作業製品における販売価格についても協議を行った。 

（１）令和５年度教育目標等について 

   意見１：具体的な言葉で表現されており、とても分かりやすい。その分、教職員のやるべき

事柄や配慮すべき事柄は多くなるが、学校をよりよくしていこうという学校側の姿

勢が伝わってきた。 

   意見２：目指す学校像にある「ＩＣＴ機器の活用と活用機会の充実」について、教職員の取

組を学校として、さらに後押ししていく体制を整えていく必要がある。 

   意見３：目指す学校像にある「地域参加型」について、「参加」で終わることなく、学校が

地域を盛り上げていくという意味も込め、「連携」を目指してほしい。 



      ⇒新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえ、文言は「地域参加型」に止めている

が、地域と共にある学校、地域と学び合える学校を目指していきたいと考えている。 

   意見４：教育の重点にある「安心安全」について、いつ起こるか分からない災害に備え、学

校における防災の基本的対応をより固め、さらに機能する防災マニュアルにしてい

ってほしい。教職員一人一人には、防災に関する知識をより一層習得してほしい。 

      ⇒リーダーとなる教職員を軸として、学校の防災教育により一層取り組んでいきたい。 

（２）児童生徒・保護者・地域社会を意識した情報発信・対応について 

   意見１：性教育は保護者にとって最大の悩みであり、苦慮している人が多い。保護者が我が

子に「どう教えていけばよいのか」の知識を得る機会をつくってほしい。 

      ⇒性教育については、学校と家庭との連携が大切である。今年度は「保健だより」に

養護教諭が性に関する内容を掲載し、保護者へ情報発信をしてきた。次年度は、保

護者が学べる場となる研修の機会を、ＰＴＡ研修委員と検討していきたい。 

   意見２：「『ごみゼロ』の日に一緒に清掃活動をする」「軽スポーツを一緒に行う」など、

学校が地域社会と交流する機会をつくっていくことが好ましい。児童生徒と地域住

民がお互いに楽しめる事柄を、まずは一緒に行っていくことが大切である。 

      ⇒児童生徒と地域住民の両者において、有益な交流のできる場を検討していきたい。 

（３）生活年齢・新型コロナウイルスに留意した分かりやすい授業実践について 

   意見１：教職員もマスクを着用しているため、その表情が児童生徒に伝わりづらい状態にあ

ることから、教職員の話し声のトーンやしぐさ等における工夫が大切である。 

      ⇒教職員は、声の抑揚に加え、身振り、手振り、カードやタブレット端末を活用した

視覚的支援も行っている。今後も、児童生徒が分かりやすい支援を継続していく。 

   意見２：授業参観の際、分かりやすい口調で、楽しそうに話しながら授業を進める教職員の

姿をじっと見つめている児童生徒の姿が見られ、教職員と児童生徒とが双方向でや

り取りのある授業がとても素晴らしかった。 

意見３：授業参観の際、児童生徒の人数や授業内容にそぐわない大きな声で話をしている教

職員がおり、児童生徒が活動を楽しめていないという印象の授業があった。教職員

同士がお互いの授業を見合い、よい点を取り入れていく機会をより多く設けていく

とよいのではないか。 

（４）高等部再追加作業製品における販売価格について 

   意見１：ホームセンターで販売されている巣箱の価格と原材料費を踏まえると、妥当性のあ

る価格設定である。 

       

６ 会議のまとめ 

第３回学校運営協議会では、新型コロナウイルス感染症が引き続きまん延する中、地域を含め全

関係者と共に教育活動を展開し、様々な人々との連携を図りながら、児童生徒個々に応じた分かり

やすい丁寧な教育の大切さをあらためて確認でき、来年度の学校運営において極めて貴重な意見が

得られた。 


